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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・9/5（火）・9/6（水）第4回院内研修

場所：メモリアルホールメンタルケア病棟4階　17:30～

テーマ：「災害時の施設での対応」　講師：消防職員
・精神科の実地指導が11/1（水）13：30～となっている。日々の記録物の漏れがないよう行っていくこと。

・本日の15:30～16:00小嶋SGMが訪問看護とともにデイケア新規利用に繋がる可能性がある方の自宅に訪問することとなっている。
・9/22（金）11:00～12:00にハローワーク職員が来所し、デイケアで就労ガイダンスを実施する予定。外来患者様も参加する為、参加人数に応じて使用する部屋を考慮すること。就労を考えている人、説明を聞きたい人に声掛けし勧めていくこと。

[各種締切]
・LASMIは8/25（金）が期限だが、終了していない際には早めに行い、作成したら小嶋SGMへ報告すること。
・8月の月報作成は9/4（月）17：00まで

（担当：デイケア→石橋、デイナイトケア→會津、ナイト→慶長JGM)
・経過記録は、9/6（水）までに作成し小嶋SGMまで報告すること。

＜利用者様情報＞

デイケア

・上村　正暁様～来所せず、欠席の連絡もない為、自宅へ電話連絡している。母様出ており、本人外出しているとのことで、帰宅後連絡が欲しいこと伝えている。折り返しの電話があり、欠席の連絡は病院のPSWに伝えたと話しており、病院PSWはデイケアのスタッフではない為、欠席の際にはデイに連絡して欲しいことを伝えている。
・植村　啓祐様～以前から話の挙がっていた9月いっぱいでデイケアを終了する件に関して面談し確認している。現在の１週間のスケジュールとして月～水は就労継続Ｂ型施設ラボーロでの就労(機械を使って銅線を取り出す作業)、木曜日はデイケア利用、金曜日は外来受診となっているが、10月からは木曜日も就労日としたいとのこと。今後の不安なこととしては、特にないと話しているが、現在の給料が月に6000～9000円の稼ぎで少なく、その他の費用は両親に出してもらっているためそこが気がかりで、今後の目標としては「体調を維持しつつ就労Ａ型や一般就労にステップアップして自立したいこと」と話している。また、残り１ヶ月間のデイケア利用となるが、目標としていきたいことを尋ねると「今月が企画運営プログラムの司会でそれを頑張りたいですね」と、今後の仕事に向け、人前で話すこと、意見を取り纏める経験をしたいことを話している。引き続き、来月末のデイケア終了にあわせ、今後の就労に向けての検討を共に行なっていく。

・曽我　泰庸様～普段の来所時間になっても来ず、本人に所在確認の電話をすると、新荒町からのバスの乗り換えが分からないとの訴えがあり、八戸駅行きに乗ればよいことを伝えていると、以後迷わず来所することが出来ている。認知機能の低下が見られることから家族や主治医に情報提供し、今後の交通手段について相談していくこととしている。
・福井　彩　様～現在、実家で暮しており旦那様と別居中との事。妊娠時の状態変化に関する理解が旦那様にないことや、夜勤が多いことが理由であるとのこと。自ら対応できていることを評価している。
・根地戸　恵様～「心臓が痛い」と先日訴えていたが、本日は訴え聞かれていない。先日自宅のCDプレーヤーが昨日壊れたとのことで、本日プログラム中にCDが止まったことや、そのことに対し別の曲を流した利用者が自分に対しあてつけでやったのではないかと不満を話している。傾聴し現実検討することにより落ち着くこと出来ている。
・高柳　和子様～昨日、架電あり｡「食事も睡眠も摂れているんだけど、気分が落ち込んでいる｡おばさんに電話したら、忙しいと言われた。」と話している｡食事を済ませ、薬も飲ん飲んだが、すぐには眠くならず、イライラしてきたとのこと。気分の落ち込みは眠ると明日には良くなっていると思うと話しており、明日デイケアに行った方が良いかとスタッフに聞いている。家に1人でいるよりもデイケアに来て利用者やスタッフと過ごすことで気分の落ち込みも軽減するのではないかと利用を促すと、行きますと明るい声で返答していたとのこと。本日は来所し、普段通り過ごしている。

デイナイトケア
・津嶋イチ子様～昨日、鹿内内科受診し気管支炎と診断されている。カロナール錠（200）が朝・夕1Tずつ、トランサミン錠（250）とムコダイン錠（250）が毎食後に1Tずつ、ツムラ小竜湯エキス顆粒が毎食後1Pずつ、それぞれ5日分処方。ホクナリンテープが5枚処方されたとのこと。次回9/4（月）再受診予定とのこと。本日は来所しているが、咳、鼻汁、痰がらみは継続して見られている。

・鈴木真知子様～昨日の夕食は、主食全量、副食と汁は1/2のみ摂取しており、険しい顔をしながら食事している。服薬時、口腔内に錠剤を残しており介入している。帰荘後は、ホールにて過ごしていたとの事。本日の昼食は主食全量、副食と汁は2/3のみ摂取している。帰宅要求は聞かれず、外に出て行こうとすることもない。
・小向　武雄様～青風荘より情報提供あり、ポータブルトイレの使用とリハパンを着用をしたとのこと。今朝の訪室時に床に尿がこぼれており掃除を行ったとの事。本日は鹿内内科受診の為欠席となっている。

・倉石ヨシエ様～青風荘より情報提供あり、急に「殺してけろ」と話しており、理由については「年取ったじさま(神様)が殺せって、朝も夜もずっと言ってる。エレベーターにも乗らせない。朝、起きらせないようにする。」と聞こえるとのこと。傾聴にて落ち着くこと出来ており、睡眠も摂れたとのこと。本日は神様の声が聞こえないと話している。
・古舘　正行様～来所時より右目の充血見られている。理由を尋ねると「昨日、転んだ」と話している。青風荘で転倒したとの事で、疼痛を訴えている。歩行時転倒しないように声掛けしている。
・佐藤　ミツ子様～昨日のホームフィットネスの際に、片足で立つ際に転倒している。バイタル異常なく、外傷なく、疼痛の訴えもない。睡眠が摂れていないとの訴えある為、今後も睡眠状況を確認していく、

ナイトケア
・下妻　康貴様～先週聞かれていた体調不良について状態を質問すると「最近は涼しくなってるから、同じようなことはないよ」と話しており、不調は特にないとのこと。暑くなったり涼しくなったりと温度変化が激しくなっている為、引き続き体調に注意しながら仕事を行なうよう促すと「そうするよ」と穏やかに返答している。
＜外来情報＞
・冨田　紀子様～明日、悠湯の里へ見学へ行くと話している。服薬の飲み忘れはないとの事。スリッパを切られる事はしょっちゅうで「困ります。」と話している。

　　　　　　　　リﾝﾄﾝ（1.5）からﾘﾝﾄﾝ（0.75）へ減量となっており、増量を伝えるが現在のままで様子を見たいとの事で経過観察となっている。

・奥山以依子様～北朝鮮のミサイルの事や超能力について話をしている。ｾﾝﾅﾘﾄﾞ2Tでは軟便の為1Tへ減量している。出づらい時はｼﾝﾗｯｸ液を適宜服用の指示。

・船場　幸子様～気分安定しているが腰が痛く、軟膏塗っている。これから市役所へ行き、用事を足してくるとのこと。

・中居美津子様～セルリアン売上げはまあまあと話している。健康食品はしじみ週刊で内臓がおかしくなったと話し、しょうがシロップを迷いながら飲んでいるとのこと。

・鹿原　博夫様～気分は安定していると話している。疲れないように仕事をするように、指示がある。

・前野　義勝様～福井整形外科へ通院し、電気とマッサージ、けん引、注射をしていると話している。痛み止めを飲んでいるが効かないとのこと。ナイトケアを休む事が多い為、定期的に連絡が欲しいとスタッフから話があったと報告している。
カンファレンスシート

実施日：H29年8月31日（月）13：30～14：00

担当：會津

参加者：小嶋、慶長、斎藤、馬場、藤田、
戸賀沢、會津、柴崎、石橋

検討内容　目標と計画の見直し

	氏名
	細谷地　与蔵様
	性別
	男
	年齢
	55歳
	生年月日
	S37年7月23日

	主病名
	脳血管性認知症
	合併症
	高血圧症（多発性脳梗塞の既往あり）

痛風、腎不全（重度）

	治療方針（医師の指示）
	日中活動・生活リズムの維持。

プログラムや社会的交流を通じて、認知症の進行を予防する。

	本人希望
	就労希望（作業所への移行を希望）

	家族希望
	就労希望（作業所への移行を希望）

	入院歴
	青森労災病院　1回（最終：H16年6月6日～H16年6月21日）

※脳梗塞にて入院治療を実施

	通所歴
	1回目

※今回：　H26年6月9日～現在（週2回/月・金曜日）

	その他サービス利用
	認知症対応型通所介護「結び家」　利用中（火･木曜日/週）

	住居：

妻の実家（田面木）
	家族構成：








※6人兄弟の6番目（次男）。

※両親とも亡くなっている。

	利用制度
	障害厚生年金2級　受給中

自立支援医療費制度　（上限5000円）受給中

介護保険　（要介護1）

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	認知症の進行を防止する。
	①脳活性化プログラムに自発的に参加する。
	①-1 声掛けにて拒否なく、脳活性化プログラムに参加する。

①-2 継続して作業を行うことが出来る。
	①-1 脳活性化プログラムに集中して取り組む事が出来る。スタッフは参加状況を確認し、出来ていない時には声掛けをする。

①-2 作業を15分間継続して行う。スタッフは始まる前の声掛けと作業状況を確認し、必要に応じて声掛けをしていく。

	
	②忘れずに昼食後薬を服用する事が出来る。
	②自身で昼食後薬を服用する事が出来る。
	②自身で昼食後薬を服用する。スタッフは服用したか確認し、服用してない時は服用の声がけをする。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①-1 声掛けにて拒否なく、脳活性化プログラムに参加する。

①-2 15分間継続して作業を行うことが出来る。
	・脳活性化プログラムは、声掛けに参加出来ている。コグニサイズでは、身体を動かすことを忘れていたり、間違うこともあるが、表情良く取り組んでいる様子が見られる。

・作業療法では、自分から作業を行うことはなく、スタッフの声掛けにて取り組むことがあるが、様々な促しをしても拒否する事が多い。また、作業療法に取り組むことができても、周囲が気になったり、何かを行うという意欲が低下している為、集中出来ていない様子。
・自宅での役割はなく無為に過ごしているとのこと。（達成度40％）
	結び家に現在行っている作業と作業状況を確認し、興味のある作業や可能と思われる作業を提供し、作業に取り組めるようにする。作業を行う際には、作業内容を考慮し、本人のペースや疲労度を考慮し、声掛けや促しをしながら進める。

	②自身で昼食後薬を服用する事が出来る。
	・処方薬は、忘れずに薬袋ごと持参しており、来所時にスタッフがデイケアで服用する薬をセットしている。昼食後は後片付けをすることなく、テレビ画面をボーッと見ており、何か忘れていることはないか尋ねるが首を横に振ることがある。薬の服用をしていないことを伝えるが移動しようとせず、再度声掛けを必要とすることもある。たまに自身から服用する場面がみられてきている。服用した際には手帳に記載し、服用確認を行っている。（達成度30％）
	服用出来てないことが多い為、服用したか声掛けし確認をする必要性がある。また、服用する薬を本人と確認することで服薬に対する意識付けを行っていく。

	その他
	・6/19左母趾痛があると訴えあり。歩行時に痛みがあり、立ち上がりや歩き始めにふらつきがみられている。次回利用時以降は上記の症状はない。

・8/23外来からの情報提供で、5/24以降きどクリニックを受診していない為、受診を促しているとのこと。受診出来ていない状態から考えて降圧剤の服用が出来ていないのではないかと主治医より確認しており、前回受診後妻様へ電話連絡し、きどクリニックの受診についてお願いし、受診しているとのこと。
	


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	認知症の進行を防止する。
	①脳活性化プログラムに自発的に参加する。
	①-1 声掛けにて拒否なく、脳活性化プログラムに参加する。

①-2継続して作業を行うことが出来る。
	①-1 脳活性化プログラムに集中して取り組む事が出来る。スタッフは参加状況を確認し、出来ていない時には声掛けをする。

①-2 作業を15分間継続して行う。スタッフは始まる前の声掛けと作業状況を確認し、必要に応じて声掛けをしていく。

	
	②忘れずに薬を服用する事が出来る。
	②自身で薬を服用する事が出来る。
	②自身で薬を服用する。スタッフは服用したか確認し、服用してない時は服用の声がけをする。意識付けの為に服薬ボードまで移動し服用する薬を本人と確認する。


